
平
成
二
十
七
年
七
月
二
日
提
出

質

問

第

三

〇

五

号

イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
の
自
殺
率
の
算
出
及
び
比
較
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子
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イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
の
自
殺
率
の
算
出
及
び
比
較
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

私
は
去
る
六
月
二
十
二
日
に
「
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
の
自
殺
率
の
算
出
及
び
比
較
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
以
下
、

単
に
「
質
問
主
意
書
」
と
い
う
）
を
提
出
し
、
同
三
十
日
に
政
府
答
弁
書
（
以
下
、
単
に
「
政
府
答
弁
書
」
と
い
う
）
を
受
領

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
答
弁
書
は
合
理
的
根
拠
を
全
く
示
さ
な
い
不
誠
実
な
も
の
で
あ
り
、
自
衛
隊
員
の
自
殺
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
係
る
状
況
を
的
確
に
把
握
、
分
析
し
、
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
が
真
摯
に
取
り
組
む

つ
も
り
が
あ
る
の
か
大
い
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
仮
に
「
自
衛
隊
の
リ
ス
ク
」
を
巡
る
論
議
を
回
避
し
、
自
衛

隊
員
の
自
殺
等
の
状
況
を
小
さ
く
見
せ
る
意
図
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
実
に
基
づ
く
議
論
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
極
め
て

問
題
で
あ
り
、
何
よ
り
も
自
衛
隊
員
の
人
権
を
軽
視
す
る
も
の
で
あ
っ
て
到
底
看
過
し
が
た
い
。

よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

①

政
府
答
弁
書
は
何
ら
根
拠
を
示
す
こ
と
な
く
、
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
（
イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ
く
活
動
に
従
事
し

た
自
衛
隊
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
自
殺
死
亡
率
の
算
出
方
法
を
「
適
切
で
あ
る
」
と
し
た
（
政
府
答
弁
書
「
一

の
①
に
つ
い
て
」
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
の
自
殺
死
亡
率
の
算
出
方
法
と
し
て
、
死
亡
を
含
む

退
職
に
よ
る
在
職
者
の
毎
年
の
減
少
を
考
慮
せ
ず
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
数
約
八
千
七
百
九
十
人
に
対
す
る
割
合
と
し

一



た
上
で
、
単
純
に
十
年
で
除
し
て
一
年
間
の
自
殺
死
亡
率
に
換
算
し
た
こ
と
は
、
実
態
の
過
小
評
価
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。
統
計
学
等
の
知
見
を
踏
ま
え
て
理
論
的
に
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

②

政
府
答
弁
書
「
一
の
①
に
つ
い
て
」
で
示
さ
れ
た
方
法
以
外
に
も
、
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
に
係
る
各
年
度
の
在
職

者
数
の
平
均
に
占
め
る
自
殺
者
の
割
合
に
十
万
を
乗
じ
て
得
た
数
を
十
で
除
す
方
法
等
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

算
出
方
法
で
は
な
く
、
政
府
が
用
い
た
算
出
方
法
の
方
が
適
切
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
何
で
あ
る
か
答
え
ら
れ
た
い
。

③

イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
の
自
殺
死
亡
率
に
係
る
比
較
と
し
て
は
、
派
遣
隊
員
約
八
千
七
百
九
十
人
に
対
す
る
自
殺
者

二
十
九
人
の
割
合
を
、
平
成
十
七
年
度
に
在
職
し
た
（
男
性
）
自
衛
官
の
う
ち
平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
の
間

に
自
殺
し
た
者
の
割
合
や
適
切
に
選
択
さ
れ
た
一
般
人
の
対
照
集
団
に
係
り
同
様
に
算
出
さ
れ
た
自
殺
者
の
割
合
と
比

較
す
る
と
い
っ
た
コ
ホ
ー
ト
調
査
の
手
法
も
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
比
較
し
得
る
よ
う
条
件
を
揃
え
た
こ
の
よ

う
な
方
法
で
算
出
し
比
較
す
る
こ
と
が
適
切
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
か
。

二

①

政
府
答
弁
書
は
、
自
殺
死
亡
率
の
比
較
対
象
と
し
て
一
般
成
人
男
性
（
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
）
を
選
択
し
た
こ
と

（
「
三
の
①
に
つ
い
て
」
）
並
び
に
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
及
び
男
性
自
衛
官
の
自
殺
死
亡
率
は
在
職
中
の
自
殺
に
限

ら
れ
て
算
出
さ
れ
る
と
い
う
制
約
が
あ
る
点
を
無
視
し
た
こ
と
（
「
二
の
③
に
つ
い
て
」
）
に
関
し
て
何
ら
合
理
的
な

二



根
拠
を
提
示
し
て
い
な
い
。
一
方
、
「
平
成
二
十
六
年
度

我
が
国
に
お
け
る
自
殺
の
概
要
及
び
自
殺
対
策
の
実
施
状

況
」
（
以
下
、
「
自
殺
対
策
白
書
」
と
い
う
）
は
無
職
者
の
自
殺
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
内

閣
府
提
供
資
料
に
拠
っ
て
み
れ
ば
、
統
計
の
あ
る
平
成
十
八
年
以
降
の
有
職
者
（
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
）
の
自
殺
死

亡
率
は
、
男
女
計
の
場
合
、
最
高
で
十
万
人
あ
た
り
二
十
一
・
七
人
（
平
成
二
十
一
年
）
で
あ
り
、
平
成
二
十
六
年
は

同
十
六
・
四
人
で
あ
る
。
男
性
の
場
合
、
最
高
は
同
二
十
九
・
一
人
（
平
成
二
十
一
年
）
で
あ
り
、
平
成
二
十
六
年
は

同
二
十
一
・
八
人
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
一
般
成
人
男
性
（
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
）
及
び
男
性
自
衛
官
の
自
殺
死
亡

率
と
比
較
し
て
有
意
に
低
い
。
ま
た
、
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
の
自
殺
死
亡
率
は
算
出
方
法
に
問
題
が
あ
り
単
純
比
較

は
で
き
な
い
が
、
政
府
の
算
出
方
法
に
よ
る
数
値
は
下
限
値
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
上
記
有
職
者

の
自
殺
死
亡
率
は
有
意
に
低
い
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
何
故
一
般
有
職
者
の
自
殺
死
亡
率
と
の
比
較
を
行
わ
な
か
っ
た

の
か
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

②

同
様
に
、
一
般
職
国
家
公
務
員
の
自
殺
死
亡
率
は
平
成
二
十
一
年
度
に
同
二
十
三
・
六
人
、
平
成
二
十
五
年
度
に
同

二
十
一
・
五
人
で
あ
り
、
政
府
も
自
衛
官
の
自
殺
死
亡
率
が
高
い
こ
と
は
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
平
成
二
十
七

年
六
月
五
日
付
政
府
答
弁
書
）
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
有
職
者
や
一
般
職
国
家
公
務
員
に
比
べ
自
衛
官
の
自

三



殺
死
亡
率
が
高
い
こ
と
な
ど
自
衛
官
の
自
殺
に
係
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
今
後
い
か
な
る
分
析
を
行
い
、
対
策
に
活
用

し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
の
か
、
真
摯
な
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。

三

イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
の
自
殺
に
係
る
デ
ー
タ
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
他
の
集
団
と
の
比
較
に
加
え
て
、
自
殺
者
数
又
は

自
殺
死
亡
率
の
推
移
を
見
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
い
て
は
、
各
年
度
毎
の
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
の
自
殺
者

数
又
は
自
殺
死
亡
率
を
示
し
た
上
で
、
政
府
の
所
見
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

①

平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
在
職
中
に
死
亡
し
た
自
衛
官
に
つ
い
て
、
死
因
別

（
自
殺
、
病
死
、
事
故
、
そ
の
他
の
別
）
及
び
合
計
の
人
数
並
び
に
死
亡
者
に
占
め
る
自
殺
者
の
割
合
を
年
度
毎
に
、

か
つ
部
隊
別
と
合
計
で
示
し
た
上
で
、
そ
の
推
移
等
に
つ
い
て
い
か
な
る
見
解
で
あ
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

②

旧
テ
ロ
対
策
特
措
法
、
イ
ラ
ク
特
措
法
及
び
補
給
支
援
特
措
法
に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
員
の
う
ち
在
職
中
に

死
亡
し
た
者
に
つ
い
て
、
①
と
同
じ
分
類
か
つ
根
拠
法
の
別
で
示
し
た
上
で
、
派
遣
後
の
自
衛
隊
員
の
状
況
等
に
つ
い

て
い
か
な
る
認
識
で
あ
る
か
答
え
ら
れ
た
い
。

③

人
事
院
提
供
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
般
職
国
家
公
務
員
の
死
亡
者
に
占
め
る
自
殺
者
の
割
合
は
、
最
近
十
年
間
の
最
高

で
二
十
四
・
九
％
（
平
成
二
十
一
年
度
）
で
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
は
二
十
一
・
四
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
①
及
び

四



②
で
示
さ
れ
た
死
亡
者
に
占
め
る
自
殺
者
の
割
合
と
比
較
し
て
、
い
か
な
る
見
解
で
あ
る
か
答
え
ら
れ
た
い
。

④

「
自
殺
対
策
白
書
」
で
は
有
職
者
・
無
職
者
の
別
で
は
な
い
も
の
の
、
年
齢
階
級
別
・
男
女
別
に
死
因
順
位
や
構
成

割
合
を
示
し
、
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
自
衛
官
の
自
殺
死
亡
割
合
は
一
般
人
に
比
べ
て
高
い
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
「
自
殺
対
策
白
書
」
に
お
け
る
当
該
デ
ー
タ
と
①
及
び
②
の
結
果
と
を
比
較
し
て
、
い
か
な
る
所
見
で

あ
る
か
具
体
的
な
分
析
を
含
め
示
さ
れ
た
い
。

五

政
府
答
弁
書
は
「
四
の
①
に
つ
い
て
」
及
び
「
四
の
②
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
防
衛
省
に
お
け
る
全
自
衛
隊
員
等
に
対

す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
調
査
結
果
と
が
比
較
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
も
、
両
者
の
比
較
か
ら
「
心
の
病
を
抱
え
る
隊
員
と
い
う
の
は
、
一
般
社
会
と
比
較
し
て
、
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な

い
」
と
の
結
論
が
導
き
出
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
防
衛
省
担
当
者
の
説
明
及
び
政
府

答
弁
書
の
記
述
に
拠
る
限
り
は
、
両
者
の
目
的
、
対
象
集
団
、
対
象
疾
患
等
が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
者

は
「
傾
向
を
把
握
」
す
る
も
の
で
あ
り
確
定
診
断
よ
り
広
範
な
部
分
を
捉
え
て
い
る
と
言
え
る
が
、
同
時
に
、
前
者
の
「
う

つ
病
性
障
害
及
び
不
安
障
害
」
は
後
者
の
「
何
ら
か
の
精
神
障
害
」
（
防
衛
省
担
当
者
が
持
参
し
た
説
明
資
料
で
は
よ
り
具

体
的
に
「
不
安
障
害
、
気
分
障
害
、
衝
動
制
御
障
害
、
物
質
依
存
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

五



る
。
こ
れ
だ
け
を
も
っ
て
し
て
も
両
者
の
比
較
が
困
難
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
両
者
を
「
単
純
に
比
較
し
た
」
（
前
掲
資

料
）
と
さ
れ
て
お
り
、
比
較
と
し
て
有
意
で
あ
る
と
は
到
底
理
解
し
難
い
。
以
上
の
疑
義
に
明
確
に
答
え
、
両
者
の
比
較
と

そ
の
結
論
が
成
立
す
る
と
す
る
合
理
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

六

①

政
府
答
弁
書
「
五
の
①
に
つ
い
て
」
で
は
「
精
神
科
医
で
あ
る
防
衛
医
科
大
学
校
教
授
等
に
よ
る
専
門
的
見
地
か
ら

の
意
見
を
参
考
に
し
」
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
精
神
科
医
で
あ
る
防
衛
医
科
大
学
校
教
授
等
」
が
具
体
的
に
誰
で
あ

る
の
か
を
特
定
す
る
と
と
も
に
、
「
専
門
的
見
地
か
ら
の
意
見
」
の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

②

防
衛
医
科
大
学
校
は
防
衛
省
の
施
設
等
機
関
で
あ
り
、
前
記
の
「
専
門
的
見
地
か
ら
の
意
見
」
は
あ
く
ま
で
防
衛
省

組
織
内
部
か
ら
の
意
見
で
し
か
な
く
、
部
外
の
専
門
家
を
交
え
て
よ
り
客
観
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待

た
な
い
。
政
府
答
弁
書
は
そ
の
よ
う
な
作
業
に
つ
い
て
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
て
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
閉
鎖
性
を
表

し
て
お
り
極
め
て
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
如
何
か
。

七

「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
（
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
）
は
「
第
�

自
殺
を
予
防
す
る
た
め
の
当
面
の

重
点
施
策
」
の
「
�
�
自
殺
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
」
に
お
い
て
「
自
殺
者
や
遺
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
、

社
会
的
要
因
を
含
む
自
殺
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
研
究
と
と
も
に
、
自
殺
対
策
に
関
す
る
情
報
の
提
供
等
を
推
進

六



す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
殺
の
実
態
を
踏
ま
え
た
対
策
を
推
進
す
る
」
と
し
、
そ
の
「
（
�
）
実
態
解
明
の
た
め
の
調
査
の
実

施
」
で
は
「
社
会
的
要
因
を
含
む
自
殺
の
原
因
・
背
景
、
自
殺
に
至
る
経
過
、
自
殺
直
前
の
心
理
状
態
等
を
多
角
的
に
把
握

し
、
自
殺
予
防
の
た
め
の
介
入
ポ
イ
ン
ト
等
を
明
確
化
す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
心
理
学
的
剖
検
の
手
法
を
用
い
た
遺
族
等
に

対
す
る
面
接
調
査
や
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等
で
治
療
を
受
け
た
自
殺
未
遂
者
に
関
す
る
調
査
等
を
継
続
的
に
実
施
す
る
」

と
し
て
い
る
。
政
府
答
弁
書
や
防
衛
省
担
当
者
か
ら
の
聞
き
取
り
等
か
ら
は
、
自
衛
官
の
自
殺
に
つ
い
て
、
客
観
的
デ
ー
タ

が
未
整
備
で
あ
る
上
に
、
個
別
事
例
の
分
析
に
つ
い
て
も
不
十
分
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
そ
の
拡
充
に
つ
い
て
消
極
的
な
姿
勢

が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
内
閣
府
、
人
事
院
及
び
厚
生
労
働
省
等
が
有
す
る
自
殺
対
策
に
係
る
知
見
が
防
衛
省
と
十
分
に
共

有
さ
れ
て
い
な
い
と
の
印
象
も
受
け
る
。
防
衛
省
は
自
衛
隊
員
の
自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
前
記
引
用
部
分
を
含
む
自
殺
総
合

対
策
大
綱
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
方
針
で
あ
る
の
か
、
ま
た
内
閣
府
、
人
事
院
及
び
厚

生
労
働
省
は
自
殺
対
策
に
係
る
知
見
を
防
衛
省
と
ど
の
よ
う
に
共
有
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
示

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


